
１８・１２・２ 

 

 

日産自動車合唱団のお知らせ（１２月号） 

 

 

本番最後の練習になります。師走の忙しい時に「聴きに来てよかった」とお客様に思われる

様な楽しい舞台にするために。ＡｖｅＭａｒｉａ集を歌った昨年より何か一つでも成長した一人ひ

とりが集まってＰａｌｅｓｔｒｉｎａを演奏出来る様に工夫したり挑戦する最後の練習にしましょう。 

 

 

1.練習日程  

１２月 ２日（日）１３：００～１７：００ 築地社会教育会館２F講習室 

１２月１６日（日）１０：２０集合 クリスマスチ ャリティコンサート 松伏田園ホールエローラ ：詳細は 12/2日配布します 

 １月１０日（日）/２７日（日）13：００～１７：００ 

 ２月１０日（日）/２４日(日)１３：００～１７：００     築地社会教育会館（予定）  

 ３月１０日（日）/２４日（日）１３：００～１７：００  

 

２.練習曲  

 クリスマス日産ステージ演奏曲 

     Ｇ.Ｐ.ｄａ Ｐａｌｅｓｔｒｉｎａの「MissaPapaeMarcelli」より Kyrie・AgnusDeiⅠ&Ⅱ 

 クリスマス合同ステージ演奏曲： 
  もろびとこぞりて（昨年歌ったアカペラ曲） あめにはさかえ O Holy Night （昨年歌った曲） 

African Noel  Hallelujah （アンコール：きよしこの夜）   

      

３．１１/１８日練習報告    http://ensemble-n.com/                        

１）ヴォイストレーニング 

苦手な母音「ｉ」と「ｅ」の練習 
・ Iea でﾄﾞﾚﾐﾚﾄﾞﾚﾐﾚﾄﾞ/yeyeyeｅでﾄﾞﾚﾐﾌｧｿﾌｧｿﾌｧｿﾌｧﾐﾚﾄﾞ：口角を閉める、音が上下しても常に同じｅの響きを保つ 

・ 自分で考え行動が出来る合唱団（昔からの品質改善手法ですが自分でＰＤＣＡを回すことが出来る合唱団員） 

Ｐ=Ｐｌａｎ D=Do C=Cheｃｋ A=Action：P（どうなりたいか）D(工夫してやってみる)C（把握/評価）A（改善/変化） 

音が高くなったらどうなってるか自分の状態を把握出来る事、そしたらどうしたらいいか工夫出来る事 

・ ｅ母音で高い音を歌うときの舌の位置を工夫しましょう：舌を下げて縦に空間を広げましょう 

  ｅleison でｅ母音で伸ばす時：ｅｌｅａａａｉｓｏｎと母音が変化している現状：口だけ広げて舌が下がってない 

  ｅｅｉｓｏｎでｅ母音で伸ばす時：elｅｴｴｴｉｓｏｎと口角が広がって浅くなる現象：舌の位置を下げて空間を広げる 

・ 言葉の中でｅ母音が出た時連携できる様に訓練してゆきましょう。（ｅ母音だけ練習すると出来るんだけどね） 

AgnusDeiⅡを教材に発音の確認 
・ ＡｇｎｕｓＤｅｉ ｅで伸ばす場面が続きます。楽譜のアルファベットに気を取られて寸前のｅ母音練習を実験 
・ Qui tollis の Qui の発音がきつすぎる：Ｑｉ tollis ではなく ｕ母音も入れて Qui tollis (kwi とｗ記号を入れる) 
・ Ｑｕｉのｗ発音の後「ｉ」母音を押さない。  
・ Ｐａｃｅｍ：ａ母音からｅ母音に移る時：ａ母音のままの口でｃｅを言わない。少し口角を内側に。舌の位置を下げる。 
・ ソプラノ：９７小節「Ｄｏｎａ ｎｏｂｉｓ」のｎｏがﾌｧで高い。Dona nabis に聴こえるのでｏ母音の前に出す頬の筋肉。  
Ｋｙｒｉｅを教材に和音を感じる（ｿﾌﾟﾗﾉ・ﾃﾅｰ１・ﾊﾞｽ２・バス１・テナー１・アルトで部屋全体に円で並びました） 
 一人ひとりのプライバシー範囲を広く取って自分の響きのﾎﾞｰﾙを大きくします。 ソプラノは音量半分で。 

身体の外の響きで音程を合わせ、色をあわせましょう。 その前のブレスから一緒に。 

・ 歌っている中で次々に出ている言葉（Kyrie/eleison/christe）が各パートが同じ言葉を歌ってる様に聞こえるとい

いねと。（どうもドイツ語のｅｌｅｉｓｏｎの次に中国語の eleison が出てｱﾗﾋﾞｱ語の eleison、次は日本語の eleison？） 
・ 最後に指揮者なしで：自分のテンポだけでなく他パートの動きを聴きながら合わせるって結局難しい 

普段は自分のペースで進めていて先生の指揮を見るのさえおろそかな我が団にとっては他ﾊﾟｰﾄにゆだねつつ 

自分のパートの自立や役割を控えて大人の対応で愉しめる領域はまだまだ先の様に思えました。 

 

 

http://ensemble-n.com/


 

 

 

２）本練習： 目標：Kyrie/AgnusDei の曲創り  
AgnusDeiⅠ  
 ソプラノ：フォルテになった時の音色が硬くて強すぎる。 音量半分で充分（中身は要らない。響きだけでってらしい） 

 テナー：入りの４拍がバラバラ。パートメンバーの人数分音への入り方が色々。伸ばしている４拍の間も色や音程の変化 

      そのあと入るソプラノも４拍も同じ現象。そういう音楽でしたっけ！ 

AgnusDeiⅡ 

・ ソプラノ：最後の cem は他パートの上にふわりと乗るだけ突っ張らない。（むしろ声を出してる意識がない方が） 

・ 特にソプラノ Top が強すぎなので「聴こえなくてもいいよ」と言われてます。  どーしたもんか。 

・ テナー：１ﾍﾟｰｼﾞ７小節目までの動きがスムーズではないので何か音に不安？リズム不得意？って感じに聴こえる。 

・ ベース１０小節目の動き 先生が歌いにくい？の問いに 長谷川さん「もっとゆっくりでも」（ってｱﾝﾀ本番出ないｼｮ）  

・ P42 ９７小節のソプラノ１の付点４分-８分音符の nobis とアルト１の付点４分-８分音符の dona が聴こえる様に立て

る 

ｋｙｒｉｅの練習 

・ 最後ｓｏｎの和音が鳴らない。３声にソプラノが入るとなぜか鳴らなくなります。異質な感じがするそうです(T_T)/~~~ 

・ Criste：ソプラノのﾚが低い。次の２６小節のｌｅ・・・ｉのレも低くとらえて 段々に音程がぶら下がっているの様です。 

・ ソプラノ：♭シの son が常に合わない。（先生はなんかあるの？って言うけど自覚症状なし。（ﾃﾅｰ１と合ってるの?） 

クリスマス合同曲の練習 
・ 曲順に従って慣れ練習です。 「せめて縦に音符が揃っている所は合わせよう」と言われてしまいましたよ。 

・ African Noel：最後のﾍﾟｰｼﾞの下の段：男性リズムに乗り遅れがちです。のんびりしないで前に前に 

スイング感とダイナミクスの妙が洗練されたスマートな音楽を感じさせます。 生真面目で遅れがちはチョット(笑) 

・ HalleluJah:かっこよく歌うと都会的な洗練されたカッコイイ曲なんですが必死なもんでどーも田吾作的雰囲気満載 

Kyrie-AgnusDeiⅠ・Ⅱ連続演奏練習 
・ 半音上げて 本番どうするかの最終判断は次回（12/２）の練習で。 

 

４. １２/２日の練習予定  

１）ヴォイストレーニング 

佐々木先生のヴォイストレーニングあります。 

楽器としての各人の声造りをしましょう。合唱する上での他の人や他パートと合わせる訓練をしましょう。 

練習曲を教材にして無伴奏宗教曲歌う上での「技術」を教えて戴きましょう。 

 伸ばしている音の母音、口の形。フレーズの取り方・息遣い、持って行き方納め方。プロの道具を借りて 

 良い演奏の助けにしちゃいましょう。 

２）本練習：    

目標：「MissaPapaeMarcelli」の Kyrie /AgnusDei の曲創り  

Ｋｙｒｉｅ/AgnusDei が歌える様になりましょう 
・ 歌って行く中で慣れたり、歌いにくい所を工夫したり、他パートから発見したり試行錯誤の練習を重ねます。 

・ 出だしをそろえたり、最後の和音をそろえたり、入りの音や色をｲﾒｰｼﾞしてｺﾝﾄﾛｰﾙ出来る事 

・ そろそろ聴いている人がどんな風に聴こえるか＝私達がどんな風に歌っているのかを描ける様に 

クリスマス合同曲の練習 

・ 楽しいクリスマスの曲ですので平和な気分になる様に、穏やかな気分になる様に決してお客様に 

「大丈夫か(‘;’)」等心配や心「君も苦しそうだが見てる私も苦しい」の負担等をかける様なことのない様に。 

・ お客様をにらまない。誠実なのは良い事だけど失敗した所で「あっ＼(◎o◎)／！」って表さない。苦笑いﾀﾞﾒ。 

 楽しさを演出出来る様に最後の練習で自信をつけましょう。   

 

5.その他 
① クリスマスチャリティコンサートの参加費徴収中 

２８００円/人（不参加の人は半額の１４００円/人のご協力を戴きたく） 

クリスマスチャリティ演奏会を開催するための運営費です。 

エローラホールの設備使用料、チラシ・プログラム等印刷代、当日の指揮者・ピアニスト謝礼です。 

集金ボランテイア：女性＝西ちゃん、男性はサトキン（本名：佐藤均）さん。１２/２迄にお支払い方  

② チャリティコンサート後の打上 

１６日当日本番の後 「本番終わってから真っすぐ帰るのもなぁ」という人達が北越谷駅前の居酒屋さんで 

有志の飲み会を計画している様です。最後の練習の１２/２（日）にお誘い説明が長谷さんからあると思います 



予約の都合もありますので 参加希望の方はテナー長谷さんにお申込み下さい。 

以 上                                                                                                                                                                                                                       

 


